
第W編　付属品、支承等の腐食と劣化

1，はじめに

　　鋼橋の耐久性を十分に発揮するには、種々の設計条件の下で使用しなければならず、それを超

　えた使用条件は、鋼橋自体の耐久性を下げることとなり、架け替えや、補強が生じたり、近年問

　題となってきている。例えば、過積載車の通行、交通量の増大、疲労、腐食等が挙げられる。特

　　に腐食は鋼橋の耐久性を著しく減少させるため、現在環境に応じた塗装系を採用することで防食

　　を行っている。また、適宜状況に応じてメンテナンス（塗り替え等）をすることにより、腐食を

　　防いでいる。しかし、現在の塗装のメンテナンス期間は約10年サイクルとされており、塗り替え

　対象橋は年々増え続けて、それにかかる経費も増大している。この事は鋼橋の管理者を悩ませ、

　　予算の不足等により、メンテナンスサィクルを長く取らざるを得なくなり、結果的に腐食を招く

　　場合が多々ある。

　　最近では耐候性鋼板の使用、溶融亜鉛めっき橋採用等、メンテナンスフリーを目指した防食処

　　理も採用されつつあるが、絶対数的に塗装が多いのが現状である。したがって、腐食に対する配

　　慮は必要不可欠となり、腐食してしまった過去の事例等から原因などを調査し、新規橋梁では、

　　腐食しにくい構造を積極的に採用する必要がある。

　　鋼橋では主構造によって構造系を保持しており、主構造への腐食は構造系の崩壊、すなわち落

　橋の危険性が生じるので、主構造への腐食は厳禁である。しかし、主構造への腐食は、それ自体

　　の腐食によることよりも、付属物が原因となっていることも多く、付属物の腐食が主構造に伝播

　　したり、付属物からの漏水により主構造に腐食をもたらすことがある。

　　付属品には、伸縮装置、排水装置、高欄・防護柵、落橋防止装置・変位制限装置、点検施設（検

　査路）、添架物などが上げられる。

　　付属品のなかでも、落橋防止装置等は腐食等により地震時にその役割を果たせない場合には落

　橋等の重大災害を引き起こす事が想定される。

　　　また、支承も道路橋示方書に「上部構造から伝達される荷重を確実に下部工に伝達し、地震、

　　風、温度変化に対して安全となるように…」と定義されているように落橋防止装置と同様といえ

　　る。

　　付属品、支承等は腐食が発生した場合にはその機能の延命化を図る場合と、橋梁本体の延命化

　　を図るために、腐食した部材そのものを取りかえる場合に分かれる。

　　道路橋の場合は耐震設計の観点から支承は、鋼製支承からゴム支承への取り替えの対象になる

　　ことが多いが、鉄道橋の場合は鋼製支承から鋼製支承への取り替えを行う場合もあるようである。
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2．腐食マップ

排水システム概念図（腐食耐久性に寄与する流末処理案）
　本概念図は下記要求性能を満足させるための措置

1．

2．

3。

4．

5．

6．

橋梁端部の滞水防止（浸透水の速やかな排除による腐食防止）
床版・壁高欄の長寿命化（疲労耐久性向上・鉄筋腐食防止・中性化防止）
RC床版・鋼床版の床版面上への完全防水
主桁端部近傍の腐食防止（浸透水・凍結防止剤による）
すれ止め・スタッドジベル腐食防止（同上）
舗装面の長寿命化（浸透水による舗装はく離損傷等の早期劣化防止） 壁高欄伸縮部止水ゴム板

排水ます
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3．延命化工法

3．1支承

　　　　支承は付属物といえども重要構造物であり、支承の腐食は鋼橋自体の機能低下を招いてしま

　　　う。したがって、腐食を発見したときは、他に影響が及ぼさない様に、早急に補修または、取

　　　り替えが必要である。

3．1．1フローチャート

目常検査 定期検査 臨時検査

異常なし

判定

（A）点検診断 異常あり

詳細調査

　　　　　　　　（鉛直支持，回転吸収，移
支承機能の健全性
　　　　　　　動追従）

（B）耐震性

　　の向上
腐食による健全性　　　（サイドブロック，ローラー）

全体構造系の検討（耐震性の向上）
維持補修方法の検討

（免震化，分散化） 問題なし

（C）清掃のみ
浦修

（D）部品交換
支承取替　（E）取替

（補修方法）耐震性の検討

（補修方法）　　清掃 （補修方法）　部品交換

支承分解 支承分解 ゴム支承 鋼製支承

清掃 清掃 既設支承の撒去　　　既設支承の撤去

（グリスアップ）　　塗装 部品交換 ゴム支承の設置　　　鋼製支承の設置

支承組立　　　　‘グリスアップ）　　塗装

支承組立

機能確認 機能確認 機能確認 機能確認

E　N　D

図一1　　フローチャート
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3．1．2フローチヤート解説

（A）　点検・診断

　　　支承の延命化対策に先立ち、予備調査及び詳細調査など、点検・診断を行う。本章では、各

　　公共機関の点検要領の整理を行った。

表一1　各機関の点検項目

　　点検項目

機関

腐
食
亀
裂

ゆ
る
み

脱
落
破
断

ジ余

書
装
劣
化

漏
水
滞
水

変
形

土
砂
つ
ま
り

沈
下
移
動
傾
斜

異
常
音

浮
き
上
が
り

据
付
形
状
の
異
常

□
1
ラ
1
の
異
常

サ
イ
ド
ブ
ロ
ツ
ク
の
損
傷

モ
ル
タ
ル
ひ
び
わ
れ

モ
ル
タ
ル
欠
損

モ
ル
タ
ル
圧
懐

橋梁点検要領（案）

建設省土木研究所
○ O 0 O O O O O O ○ O O O O

日本橋梁建設協会 ○ ○ O O O O O

首都高速道路公団 ○ 0 O ○ Q O 0 O O

東京都 ○ O O O O O O O O O O O O ○

表一2　各機関の損傷判定基準

　　　一般的状況

機関
橋梁点検要領
　　（案）

　建設省
土木研究所

日本橋梁建設
　　協会

首都高速道路
　　公団

東京都

、砺が者し父’の元
の支障となるおそれがある場
合　　急辛修

1 A A e

損傷が大きく、詳細調査を実
施し補修するかの検討を行う
必要がある。

∬ B
B

d

損傷が認められ、追跡調査を
行う必要がある。

皿 B C

損傷が認められ、その程度を
記録する必要がある。

N C b

損傷が軽微であるあるいは認
められない

OK D a

再点検が必要である Q
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以下、各機関の点検要領の抜粋を示す。

①　　橋梁点検要領（案）建設省土木研究所

　点検項目

部 材　区 分 記号 遠　　　望 近　　　接

①腐食　　④脱落 ①腐食　　②亀裂

⑤破断　　⑳漏水・滞水 ③ゆるみ　④脱落

本 鋼 B　S
⑳変形　　⑳土砂詰り

⑳沈下

⑤破断　　⑥塗装劣化

⑳渥水・滞水⑳変形

⑳土砂詰り⑳沈下
体

⑳移動　　⑳傾斜

支　　　承 ⑳漏水・滞水⑳変形 ⑳変色・劣化⑳漏水・滞水

ゴ　　　ム B　r ⑳土砂詰り⑫欠損 ⑳変形　　⑳土砂詰り

⑫欠損

モ　　ノレ タ　　ル B　m ⑦ひびわれ⑫欠損 ⑦ひびわれ⑫欠損

①腐食　　②亀裂 ①腐食　　②亀裂

アンカーボルト B　a ④脱落　　⑤破断 ③ゆるみ　④脱落

⑳変形 ⑤破断　　⑳変形

損傷度判定標準は表一10のとおりとする。

　　　　　　　　　　　表一10損傷度判定標準

判定区分 一　　般　　的　　状　　況

1 損傷が著しく，交通の安全確保の支障となる恐れがある。

H 損傷が大きく，詳細調査を実施し補修するかどうかの検討を行う必要がある。

皿 損傷が認められ，追跡調査を行う必要がある。

w 損傷が認められ，その程度を記録する必要がある。

0．K 点検の結果から，損傷は認められない。
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①腐r　食
　自然環境の中でそれ自体酸化しやすい鉄を原料とする鋼材では代表的な損傷である。これは，進行性の損

傷であるが発見しやすいという特徴を有しており，維持普理によりその進行を防く・べき重要な損傷の＿つで

ある。

損傷が耐荷力， 耐久性に与える影響

大 小

区　分 一 一

位置あるい

はパターン

（X） 具体的

一 一
事　例

区　分 断面欠損がある 表面錆がある

深　　　さ
腐食により鋼材表面が膨脹 表面錆が点存している。

（Y） 具体的 しているか，腐食部が消失

して，部材断面が減少して

事　例 いる。

区　分 全　体　的 局　部　的

拡　が　り
腐食あるいは錆が部材全体 腐食あるいは錆が漏水部等

（Z） 具体的 に拡がっている。 の局部的なものにとどまっ

ている。

事　例

判定区分

Y Z 2次部材 主部材

大 II II

大
小 m II

大 m II

小
小 IV m
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②亀裂
　その大半は部材の溶接による連結部付近から発生する。亀裂は発見されにくいため，付図一1ユ．1や損傷事

例写真集を参考に注意深く点検する必要がある。また，発見されたときは必ず専門技術者による詳細調査を

実施する必要がある。なお，過去に経験したことのない亀裂の場合には，土木研究所へ連絡し，処置方法に

ついて協義するものとする。

損傷が耐荷力， 耐久性に与える影響

大 小

区　分 一 一

位置あるい

はパターン

（X） 具体的

｝ 一

事例

区　分 亀裂がある 一

深　　　さ

（Y） 具体的

一 一

事例

区　分 一 一

拡　が　り

（Z） 具体的

一 一

事例

判定区分

Y 全部材

大（有） II

6－9



③ゆるみ
　高力ボルト，リベット等を主に対象としているが，支承アンカーボルト，点検路の手摺のボルト等も含む

ものとする。ゆるみは接近しないと判別できないため通常点検の路下点検の遠望目視では対象外としている。

損傷が耐荷力， 耐久性に与える影響

大 小

区　分 一 一

位置あるい

はパターン

（X）
具体的

一 一

事　例

区　分 一 一

深　　　さ

（Y）
具体的

一 一

事　例

添接部：数が多い 添接部：数が少ない

区　分 アンカーポルト：ゆるみが アンカーボルト：ゆるみの

拡　が　り
ある 疑いがある

1添接部で10％以上また 1添接部で10％未満また

（Z）
具体的 は，10本以上のゆるみがあ は，10本未満のゆるみがあ

る。 る。

事　例 アンカーボルト等にゆるみ

がある。

判定区分

Z 全部材

大 II

小 w
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④脱　　落

　高力ボルト，・リベット等を主に対象としているが，支承ローラー，支承アンカーボルト・点検路の手摺の

ポルト等も含むものとする。脱落はゆるみと違い目視で判別できるため，定期点検の遠望・近接のいずれに

おいてもその対象としている。

損傷が耐荷力， 耐久性に与える影響

大 小

区　分 一 一

位置あるい

はパターン

（X）
具体的

一 一

事例

区　分 一 一

深　　　さ

（Y）
具体的

一 一

事例

添接部：数が多い 添接部：数が少ない

区　分 支承ローラー等：脱落 支承ローラー等；脱落直前

拡　が　り
1添接部で2本以上の脱落 1添接部で1本の脱落があ

（Z）
具体的 がある。 る。

ローラーの支承等の脱落が

事例 ある。

判定区分

Z 全部材

大 H
小 皿
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⑤破　　　断

　高欄・ガードレール・添架物の本体・連結材等の付属施設に多くみられる損傷であるが，上部構造や下部

構造にも考えられるため，鋼部材の全て紫対象としている。

　破断は存在そのものが部材の機能を損うこととなるため，位置や拡がりは対象外とした。

損傷が耐荷力， 耐久性に与える影響

大 小

区　分 一 『

位置あるい

はパターン

（X） 具体的

一 一
事　例

区　分 破断がある 一

深　　　さ
桁等が何らかの原因で破断

（Y） 具体的 している。

高欄やガードレールが，腐 一
事　例 食や車の衝突により破断し

ている。

区　分 ｝ 一

拡　が　り

（Z） 具体的

一 ｝

事例

判定区分

Y 全部材

大（有） II
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⑥塗装劣化
　塗装劣化の程度を深さと表現して，ハガレを影響大，変色を影響小としている。また劣化の範囲を拡がり

と表現して，部材の全体に及ぶ場合を影響大，局部的なものを影響小としている。

　劣化を判定する方法として，基盤目試験，インピーダンス試験があるが，塗装の補修の判断は目視で十分

と考えられるため，それらは補助的に行うものとして判定の対象から外している。

損傷が耐荷力，耐久性に与える影響

大 小

位置あるい

はパターン

　（X）

区　分 一 一

具体的

事　例
一 一

深　　　さ

　（Y）

区　分 塗装がハガレている。 塗装が変色している。

具体的

事　例

桁，高欄等の塗装が剥離し

ている。

桁，高欄等の塗装が劣化の

ため変色している。

拡　が　り

　（Z）

区　分 全体　的 局　部　的

具体的

事　例

鋼部材全体に塗装の劣化が

及んでいる。

鋼部材の塗装の劣化が局部

的である。

判定区分

Y Z 全部材

大
大 皿

小 w
小
大 w
小 OK

6－13



⑳漏水・滞水

　床版，伸縮装置，排水施設等の損傷からの漏水や，支承などの滞水，舗装の滞水をいう。

損傷が耐荷力，耐久性に与える影響

大 小

位置あるい

はパターン

　（X）

区　分 一 一

具体的

事例
一 一

深　　　さ

　（Y）

区　分 漏水・滞水がある 一

具体的

事例

床版下面，主桁，伸縮装置，

排水桝取付位置などからの

漏水。支承付近の滞水。 一

拡　が　り

　（Z）

区　分 一 一

具体的

事例
一 一

判定区分

Y 2次部材 主部材

大（有） w II
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⑳変　　形
　鋼部材の桁，高欄，防護柵等が車の衝突などのために著しく変形している場合をいう。

　変形が耐荷力，耐久性に与える影響の程度を定量的に表現することは難しく，対象部材として著しい変形

か否かで影響の大小を判定することとした。

損傷が耐荷力，耐久性に与える影響

大 小

位置あるい

はパターン

　（X）

区　分 一 一

具体的

事例
一 一

深　　　さ

　（Y）

区　分 著しい変形がある 変形がある

具体的

事例

桁，高欄，防護柵等が車の

衝突などのために著しく変

形している。

桁，高欄，防護柵等が車の

衝突などのために変形して

いる。

拡　が　り

　（Z）

区　分 一 一

具体的

事　例
一 一

判定区分

Y 全部材

大 II

小 w
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⑳土砂詰り

　排水桝，支承周辺に土砂がたまっている場合をいう。排水桝に土砂が詰まれば，排水設備の機能を果たせ

なくなり，漏水，滞水の原因ともなる。また，支承周辺に堆積する土砂は，支承の劣化，腐食を進行させる

だけでなく重大な欠陥を目視で見えなくすることにもなる。土砂詰りが報告された場合には早急に清掃する

ことが必要である。

損傷が耐荷力， 耐久性に与える影響

大 小

区　分 一 一

位置あるい

はパターン

（X） 具体的

一 一

事例

区　分 土砂詰りがある 一

深　　　さ
排水桝，支承周辺に土砂が

（Y） 具体的 詰っている。 一

事例

区　分 一 『

拡　が　り

（Z） 具体的

一 一

事例

判定区分

Y 全部材

大（有） II
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⑳沈　　　下

　基礎と支承を対象としている。基礎の沈下は路面上からも確認しやすい損傷であり，ここでは25皿以上を

影響大，25㎜未満を影響小とした。連緯桁の場合は，支点沈下がS≧4／2000（皿）の場合が影響大で・S＜

4／2000（㎜）の場合を影響小とした。支承の沈下は目視では確認し難く，アンカーボルトや支承モルタルの

状況から推測しなければならない。支承沈下の疑いがある場合はすぐに詳細調査を行う必要がある。

4！ 42 43

5！ 53
　　’‘
s‘≦一
　2，000

損傷が耐荷力， 耐久性に与える影響

大 小

区　分 ｝ 一

位置あるい

はパターン

（X） 具体的

一 一

事例

支承が沈下している 支承沈下の疑いがある

区　分 基礎の沈下が著しい 基礎の沈下がある

深　　　さ’
単純桁形式で支点沈下： 単純桁形式で支点沈下：

（Y） 具体的 25皿以上 25㎜未満

連続桁形式で支点沈下： 連続桁形式で支点沈下：

事例 S≧4／2000（皿） S＜4／2000（皿）

区　分 一 一

拡　が　り

（Z） 具体的

一 一

事例

判定区分

Y 全部材

大 n
小 皿
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⑳移　　　動

　基礎と支承を対象としている。基礎は側方流動等のために橋台が前面に押し出されたものをいい，支承は，

沓が地震等により桁あるいは沓座と異常な相対変位を生じた場合のことをいう。

損傷が耐荷力， 耐久性に与える影響
大・ 小

区　分 一 一

位置あるい

はパターン

（X） 具体的

一 一

事例

支承が異常に移動している 支承が異常に移動している

区　分 基礎の移動が著しい 疑いがある

基礎の移動がある
深　　　さ

側方流動等のため下部工が 側方流動等のため下部工が

（Y） 具体的 著しく移動している。 移動している。

事例

区　分 一 一

拡　が り

（Z） 具体的

一 一

事例

判定区分

Y 全部材

大 II

小 皿
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⑳傾　　斜
　基礎と支承を対象としている。基礎は側方流動や不同沈下のために橋台，橋脚が傾斜していることをいい・

支承は沓が地震等により異常に傾斜した場合のことをいう。

損傷が耐荷力， 耐久性に与える影響

大 小

区　分 一 一

位置あるい

はパターン

（X）
具体的

一 一

事　例

支承が傾斜している 支承が傾斜している疑いが

区　分 基礎の傾斜が著しい ある

基礎の傾斜がある
深　　　さ

備方流動等のため下部工が 側方流動等のため下部工が

（Y）
具体的 著しく傾斜している。 傾斜している。

　　　　　　　　　　　！

事例

区　分 一 一

拡　が　り

（Z）
具体的

一 一

事例

判定区分

Y 全部材

大 II

小 皿
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②．　日本橋梁建設協会

判定区分
A B C

点検項目

沓座モルタルの 沓座コンクリートが破損 沓座コンクリートが破損 沓座コンクリートにク
破損 し橋面に段差が生じて し支承が多少変位してい ラックが発生し支承とモ

交通に支障となってい るが交通に支障となって ルタルの間にスキ間が生

沓
る。 いない。 じている。

沓座プレートの 沓座プレートが破損し 沓座プレートが破損し支 沓座プレートに異常が生
破損 橋面に段差が生じて交通 承が沈下して橋面に段差 じているか、沓座プレー

に支障となっている。 が生じているか、沓座プ トと支承の溶接にクラッ

レマトと支承の溶接が破 クが発生している。

損し支承が移動してい
座 る。

沓座附近の橋脚 橋脚端面が大きく破損 橋脚端面が大きく破損し 橋脚端面にクラックが発
の破損 し沓座に異常が生じて ているo 生している。

いる。

アンカーボルト アンカーボルトが抜けて アンカーボルトと橋脚に

ア
の引抜き いるか、橋脚に固定され．， 緩みが生じている．。

ン
ていない。

カ
　
ー
アンカーボルト アンカーボルトが破断し アンカーボルトが曲って

ポ
の破断 ている。 いる。

レ
　
ト

ノ

アンカーボルト アンカーボルトがいちじ アンカーボルトが腐蝕し

の腐蝕 るしく腐蝕し断面欠損 ている。

している。

セ
上支承セットボ セットボルトが破断し セットボルトの一部が破

ツ
’
卜
ルトの破損 抜落ちている。 断しているか、緩みが

ポ
生じている。

ル
ト
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￥　　　　判定区分

点検項自
A B C

支
　
　
　
　
承
　
　
　
　
本
　
　
　
　
体

据付け形状の
異常

据付け時の中心、高さ、

方向等の誤ちによって

支承の機能（特に移動機

能）に支障が生じている

か、桁または橋面機能に

支障が生じている。

据付け時の中心、高さ、

方向等が誤っているがと

くに構造物としての機

能の障害は発生していな

いo

ローラ、　ロッ

カーの異常

ローラ、ロッカーに異常

が発生して支承の機能
（とくに移動機能）に支

障が生じているか、桁ま

たは橋面機能に支障が生

じている。

ローラ、ロッカーに異常

が発生している。

サイドブロック

の破損

サイドブロックが破損し

ている。

サイドブロックが正常に

働いていない。

異常音の発生 異常音が発生している。

膚　　　　蝕
腐蝕がいちじるしく機能

に支障が生じている。

腐蝕がいちじるしく発生

している。

腐蝕が発生している。

判定の標準

判定区分 判　定　の　基　本　内　容

損傷が著しく機能が損なわれているか、交通の安全確保に支障
A

となる恐れがあるもの。

損傷が大きく詳細調査を実施し補修するかどうかの検討を行う
B

必要のあるもの。

損傷が認められその程度を記録して追跡調査を行う必要がある
C

もの。
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③．　首都高速道路公団

項目

ランク

A B C D Q
・沓本体が動く

・ゴム支承のゴムの
破壊　． ・ゴム支承の

全　　　体 ・支承全体の腐蝕が 補強板の発
著しい 錆
・ゴム支承のゴムの

支 劣化

ベアリング ・破　断

プレート 。ワ　　レ
一

承 下　　　沓

・浮上り

ピ　　　ン ・ず　れ

・ワ　レ
本 ・ナットのはずれ

・ころがり面のさび
・泥づまり

ローラー つき ・可動支承の
移動が異常

体 ・第三者へ ・破　断 ・軽微な損傷
を示してお
り原因が明

ソールプレート の支障を 。ワ　　レ
一 または損傷 確でない場

きたす恐 ・変　形 がない場合 合で再度点
れがあり
緊急補修 ・破　断

検の必要が
ある場合

ビンチブレート の必要が ・ボルトの欠損およ ・間隔の余裕
ある場合 びゆるみ がない

・ワ　　レ

セットボルト ・脱　落
・欠損およびゆるみ 一’

取 ・脱　落
・切　断

・座金の欠損および
了ンカーボルト ナットのゆるみ

付 ・ボルトの傾斜
・ボルトが短い

沓座コンク ・圧　壊 ・軽度のわれ
部 リートおよ ・重度のワレ ・モルタルグ

『
・’び沓座モル ラウトの不
タル 良

沓座保護 一 ・剥　離

モルタル

沓溶接部 ・ワ　レ
‘著しい発錆
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判定ランク

A B C D Q
項目

わ　れ ゴム支承のゴ ゴム支承の ・損傷がない ・変状の程度
・圧　壊 ムの破壊及び 一部にはら 場合かあっ が明確でな
・腐蝕が著しく 劣化 み ても軽微な い場合およ

全　　　体 断面の欠損が 発錆が大きい 発錆が小さ 損傷の場合 び異状な変
生じている い 伏で別の方
・沓全体が動く 法により点

支 検する必要

わ　れ ・すべり面のさ シールリン
がある場合

ベアリング ・破　断 びつき　・ グの欠損
プレー　ト 回転拘束が生 ・泥づまり

承 じている

下　　　沓 ・わ　れ ・すべり面のさ ・泥づまり
・破　断 びつき

全 わ　れ ・ナットのはずれ ・割ピンの欠
ピ　　　　ン ・すべり面のさ 損

びつき ・泥づまり

ピニオ’ンのず ・浮き上がり ・泥づまり
体 れ サイドブロッ カバーの欠

ローラー ・ず　れ クのずれ 損

わ　れ ・ころがり面の
さびっき

わ　れ ・浮いている状
・破　断 態で車両通過

ソ　　ー　　ル 時支承が上下 一
プレート する

・変形・移動余
裕量が少ない

われ、破断 間隔の余裕
・間隔の余裕が が少ない

ピ　ン　チ 一 ない

プレート ・ボルトの欠損
及びゆるみ

セ　ッ　ト ・脱落
ボ　ル　ト 一 。ゆるみ 一

・欠損

アンカー ・脱　落 ・座金の欠損及
ボ　ル　ト ・切　断 びナットのゆ

るみ 一
ボルトが傾い

取 ている
ボルトが短い

沓溶接部 わ　れ ・著し発錆 『
付
沓座コンク ・圧　壊 ・重度のわれ ・軽度のわれ
リート及び ・モルタルグラウトの不 ・モルタルグラウトの不 モル舛グラウト

沓座モルタ 良による大き 良による小さ の不良
部 ル な空洞 な空洞

沓座保護モ ・剥離しており ・剥離 ・軽度のわれ
ルタル 落下の恐れあ

り
・重度のわれ

・大きな衝撃音 ・異常音発生
そ が発生

・橋座にせん断
の クラックが発

生
』

他 ・その他に異常
な損傷がある
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状　　　　　　　　　　　況 判　　定

構造物の健全度が著しくそこなわれることにより、交通への支障および

第三者への影響が大となり、緊急補修の必要がある場合。 A

損傷が見られ、補修する必要はあるが緊急補修を要しない場合。

また構造物の耐カアップを行う必要がある場合および走行性や美観の回

復を行う必要がある場合。

B

損傷があり、その程度を記録にとどめておく必要がある場合。 C
損傷が軽微で、その程度を記録に留めておく必要がない。若しくは損傷

がない場合。
D

損傷は見られるが、その程度が明確に判定できない場合。または、通常

と異った損傷があり別の方法で再点検する必要がある場合。 Q
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④　東京都

支　　　承 本
体

鋼

1鵬み　1灘
5破断　　　　6塗装劣化

ゴム 灘●劣化鍵赫化

モ　ル　タ　ル ⑦ひびわれ　⑳欠損

アンカーポルト

ヌ

本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体

鋼

腐　　　　　　食 な　し 表面鯖　　小 表面錆　　大 断面欠損小 断面欠損大
亀　　　　　　裂 な　し 一 『 規1模　　　小 規　模　　　大

ゆ　　　る　　　み な　し － 一 規　模　　　小 規　槙　　　大

脱　　　　　　落 な　し ｝ 一 規　模　　　小 規　模　　　大

破　　　　　　断 な　し 一 隅 一 あ　　　り

塗　装　劣　化 な　し 規摸　　小 規　模　　　大 輯 一

漏　水　・滞水 な　し あ　　　り 一 一 隅

変　　　　　　形 な　し 一 規　模　　　小 一 規　模　　　大

土　　砂　　諮　　り な　し 規　模　　　小 一 規　摸　　　大 一

沈　，　　　　下 な　し 一 規　模　　　小 咽 規　模　　　大

移　　　　　　動 な　し 一 規模　　小 一 規　模　　　大

傾　　　　　　斜 な　し 一 規　模　　　小 一 規　摸　　　大

ゴ　ム

変　色　・　劣　化 な　し 規摸　　　小 『 規　模　　　大 －

漏　水　・　滞　水 な　し あ　　　り 一 一 一

変　　　　　　形 な　し 一 規槙　　　小 一 規　模　　　大

土　砂　詰　　り な　し 規　模　　　小 一 規　模　　　大 一

欠　　　　　　損 な　し 一 1規　慎　　　小 聯 規　模　　　大

モルタル
ひ　び　わ　　れ な　し 『 間隔50㎝以上 間隔50αロ未満 幅が数口国

欠　　　　　　損 な　し 一 規摸　　　小 一 規　模　　　大

アンカーポルト

腐　　　　　　食 な　し 表面錆　　小 表面錆　　大 断面欠揖小 断面欠損大
亀　　　　　　裂 な　し 噌 一 規　模　　小 規　模　　　大

ゆ　　　る　　　み な　し 一 噸 規　摸　　小 規　模　　　大

脱　　　　　　落 な　し 一 噌 規　模　　　小 規　模　　　大

破　　　　　　断 な　し 一 一 一 あ　　　り

変　　　　　　　形 な　し 一 規　模　　　小 唱 規　摸　　　大
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点検の結果は、表11、表1、2の判定標準により判定する。

　　　表11　　判定標準　　（部材別）

判定区分 状　　　　　　　　　　況 措　　　　　　置

a健　　全 損傷が特に認められない。

biほぼ健全 損傷が小さ，い。 記　　　　　　録

ciやや注意 損傷がある。 覇　　　　　録
　態　観　測

di注　意 損傷が大きい。 記録　・確認

ei危　険 警籍罐藤舘羨三者へ影響 ．確　　　　　　認緊　急　補　修

表12　　判定標準　　（径間別）

判
． 定区分 状　　　　　　　況 措　　　　　　　　置

A健　全
Biほぼ健全 記　　　　　　　　　録

clやや注意 総合健全度判定式による。 詫録　・動態観測

Di注　意 記録　・詳細調査

Ei危　険 確　　　　　　　　　認
緊　　葱　　補　　修
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（B）。耐震性向上

既存の支承がタイプAであり、落橋防止システム（変位制限構造）が設置されていな

い場合、現道路橋示方書耐震設計編に準拠しないため、下記の対策を行う必要があ

る。

・落橋防止システム（変位制限構造）の取付。

・タイプB支承への取替え 固定可動支承（鋼製支承）

固定可動支承（ゴム支承）

免震支承

地震時水平力分散支承

始　め

一般的な橋

両端橋台支持のけた長50m以下の橋

支承部の構造上やむを得ない橋

橋の種類

タイプBの支承

免震構造

が適する

タイプAの支承

固定可動支承

が適する
支承の適用性

地震時水平力分散

構造が適する

免震支承
地震時水平力

　分散支承

ゴム支承（タイプB）

または

鋼製支承（タイプB）

ゴム支承（タイプA）

または

鋼製支承（タイプA）

図一 支承選定の基本的な考え方
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始　　め

端支点，かけ違い部 連続げた中間支点
支点区分

タイプB

支承のタイプ
タイブA タイプB支承のタイプタイプA

橋軸方向

　けたかかり長

・落橋防止構造

　ジョイントプロテクター

橋軸直角方向

（必要に応じ）

　ジョイントプロテクター

橋軸方向

　けたかかり長

・落橋防止構造

・変位制限構造

橋軸直角方向

・変位制限構造

13．8（1）に　N・

規定する橋

Yes

橋軸直角方向

・変位制限構造

橋軸方向

・変位制限構造

橋軸直角方向

　変位制限構造

13．8（2）に　N・

規定する橋

Yes

橋軸直角方向

・変位制限構造

終わり

図・ 落橋防止システム構成の基本的な考え方
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（C～E）．清掃・部品交換・取替

延命化対策には、大別して、清掃・部品交換・取替の3通りが考えられる。

清　　　掃　…　分解清掃、グリスアップ等

部品交換　…　ローラー・アンカーボルトなどの部分的な部品交換

取　替…損傷又は耐震性向上により取替

以下、各工法の事例を示す。
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工法 補修・補強概要 概要図・仕様（例） 耐用年数 備考

　ローラー支承の清掃

　支承は経年経過により雨水や粉塵・

ゴミ等がローラー内部へ進入堆積し、

ローラーの移動機能を損なう為、連結

板・カバーブレートの交換を行い日一

ラー内部を清掃し、ローラー間に潤滑

剤を充填してゴミの進入を防止して支

承機能を回復する工法

下　シュー

ローラー　’

　カ’唱一ブレート

m年 　ローラー内部の清掃・グリ

ースアップ工法はジャッキア

ップを必要とせず、供用中施

工可能な工法なため大幅な工

期短縮がはかられる。

締
逗鰭蟹

，

　底蟹
グリース

　ローラー支承の機能回復

　3径間連続鋼箱桁橋の可動沓が、湿
潤土砂のローラー内堆積と塩害による

錆の発生で機能が停止した。

　ジャッキアップを行いローラーを抜

き出し、堆積土砂を圧縮空気で取り除

いた後、ローラー滑り面の研磨と、モ

リブデングリスの塗布を行った。ロー

ラーは摩耗が少ないため、再利用し、

また、支承全体に縦防食塗装を施し
た。

1

10年
　湿潤土砂の進入を防ぐた
め、伸縮装置をフィンガータ

ィプから非排水タイブに取り

替える工事を合わせて行っ
た。

参考
法 ’　　効

●　8 “　　　　　側娠 志吊グリースアッフ 10
，、

ローラー交書 30

鰯劣 z　z7
全　取替

（
○

）
諦
蔀



（参考資料）

ローラー支承グリスアップ工法

　　　　　（GU工法）

調査・施工の流れ図

一
S　TART

波形計測

外観調査

・内部状況

内部調査

　・鉛直方向変位

　・橋軸方向変位

　・橋直方向変位

・・ローラーの斜行

機能判定
無

基
本
調
査

異常

嚢［：綴欝討

　　　　　　　　　　　　有

有

維持方法の検討

詳細波形調査

異常

無

補　修

GU工法

ローラー部のみ

交換の可否
　　　　　否

維持方法の検討

継続調査

結果

可否

可

支承交換

　　　結果

GU工法．

継続調査

解　体

ローラー部・

　交換

グリスアップ

組立て

支
承
別
の
施
工
フ

ロ

1

施工後波形計測

E　ND
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施工タイプA　フローチャート

全 サイドブロック

』
l　　　　　　l 5

コ
］

1

1
9
9
1
1
3

1

L

1
アンカーボルト

l
　
　
　
9

内部状況

サイドブロック

　　の撤去

連結板・カバー

　　の撤去

仮連結板の取付け

清掃・ケレン

防錆剤の塗布

新設連結板・カバー

　　の取付け

サイドブロック

　の取付け

補修塗装

清掃・ケレン後の状況

6－32



①
l
go
●o

工法 補修・補強概要 概要図・仕様（例） 耐用年数 備考

事例1：底板の移設
コ30 経年調査によると、地山の

30年 移動も終息に向かっており、
3径間連続鋼1桁橋において、建設 今回の工事で本来の橋梁機能
当初より続いている地山の移動により 匠板 が継続するものと思われる。
橋脚が橋軸方向に移動により、下沓の

切断
ペ　スプレート

ストッパーがサイドブロックに衝突
し、移動を拘束している状態であるた

め、底板の移設を行うことにした。

　底板の移設は、ジャッキアップを行

ll「

㎜

45

　1

田
　
1
勘

源鵯湘 　　　　既設アンカーホルト
高さ調整ポルト

い、底板下面のコンクリートを除去
80 論

し、アンカーボルトの切断を行った 2αめ

1 775

後、底板を所定の位置に移動し、新し 橋梁と基礎 94－8　P151 図2、3
いアンカーボルトにより固定した。
・下沓、日一ラー、アンカーポルトの交換 30年 腐食が軽微な部品は錆を取り

伸縮継ぎ手部からの漏水により等に 除き塗装を行って再利用し、

より、ピンローラー支承の下沓・□ 腐食の著．しい部品については

一ラー・アンカーボルトの腐食が著
．量・

一
取り替えた。

しく、部品交換を行った。 ビン 一『
＿一’

カ7ブリング

ローラー 一 『 欄サイドブ・ック
取曽之

一一、 取盟え アンカーボルト
o 取　え

』謡丑

コンクリート

下沓取曽え はつり

アンカーポルト取瞥え ローラーボックス取幹え

（o
）
嬰
和
料
潜



①
1
謹

工法 補修・補強概要 概要図・仕様（例） 耐用年数 備考

・支承の取替（1）

　既設のアンカーボルトを利用して、
支承沓の取り替えを行う。 一 一山　　　　。一

50年
　仮の支点を設け、桁を拉上

し施工をする必要があるの
で、桁補強、ジャッキ受け架

台の設置を必要とする。

ぬ

一
．聾
皿 皿

・支承の取替（2）
　取り替えにともない、アンカーボル

トを増設し、事例1）同様に沓の取り
替えを行う。

一 遡⊥　　　　一一
50年

　箱桁構造の場合、アンカー

ボルトの増設には困難を極め
る。

一
一

願

　　　告

』

卑
皿
一
　
　 叩

讐

（m
）
掛
勢
鍔
嚇
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工法 補修・補強概要 概要図・仕様（例） 耐用年数 備考

支承の取替（4）

1支承線上の支承7基中5基が損傷
し、沈下が発生した。残る2基の支

承は健全なため、損傷した5基のみ

を既存と同様の支承（鋼線支承）に

取り替えを行った。’

＿．．騨9

’4脚　rr動登．．＿

1

』

30年 取替に当たり、ジャッキアッ

プは全支承部において行っ
た。

　　　　　圏

コ o　l　　　　　i
　　　　　I
　i

：」

岬＿＿「一一一』一

【
督

◎軋
　ロヰコr羅

　支承の取替（5）
移動料の検討不足、据付け位置、上沓・

下沓のずれなど施工時の配慮不足によ

り支承が損傷し、桁が隣接する沓座コ

ンクリートに食い込んだ状態となって

いた・そのため、既存の1本ローラー
支承を鋼支承板支承に取り替えを行っ
た。

■　o　。

，9　■

・　，．

■　．o．

0　9

セ7トポルト

斬規ソールプレー｝

30年 補修工法として部分的な取替

えも検討したが、将来同様の

事態も想定されたため、抜本

的な対策として、支承板支承

に取替えることとした。
噺縦孔あけ

7ンカーポルトの継足し

一

餌↑1媚

」壁　羅

一・一ち　　　　　　　　　　　　∵●’

　　　　　　　　，　9　、　1！聖ド’1礪臓：1，
一
・
．

9
－

9　　■

3’1ゲ

1ずゼ



3．2．その他の付属物

　　　支承以外の付属物は、支承に影響を及ぼすものとそうでないものとに大別することができ、

　　　支承に影響を及ぼすものでは、伸縮装置による漏水が主要因となっている。

3．2．1各公共機関の点検要領

　　　付腐物には、伸縮装置・高欄・支柱・排水・検査路・落橋防止装置などがある。ここでは、

　　参考資料として、各公共機関の点検要領の整理を行った。

表一　　各機関の損傷判定基準

　　　一般的状況

機関
橋梁点検要領
　　（案）

　建設省
土木研究所

日本橋梁建設
　　協会

首都高速道路
　　公団

東京都

、笏が者し父　の元
の支障となるおそれがある場
合　、急辛修。

1 A A e

損傷が大きく、詳細調査を実
施し補修するかの検討を行う
必要がある。

皿 B

B
d

損傷が認められ、追跡調査を
行う必要がある。

皿 B C

損傷が認められ、その程度を
記録する必要がある。 N C b

損傷が軽微であるあるいは認
められない OK D a

再点検が必要である Q
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①　　橋梁点検要領（案）建設省土木研究所

部 材　区　分 記号 遠　　　望 近　　　接

⑯段差・コルゲーション ⑯段差・コルゲーション

舗　　　装 アスファルト
コンクリート

P　m
⑰ポットホール

⑱舗装ひびわれ

⑰ポツトホール

⑱舗装ひびわれ

⑲わだち掘れ⑳漏水・滞水 ⑲わだち掘れ⑳漏水・滞

①腐食　　②亀裂 ①腐食　　②亀裂

④脱落　　⑤破断 ③ゆるみ　　④脱落

鋼 J　s’ ⑮遊問異常⑯段差 ⑤破断　　⑥塗装劣化

伸縮装置 ⑳異常音　　⑳変形 ⑮遊間異常⑯段差
⑳異常音　　⑳変形

①腐食　　⑤破断 ①腐食　　　⑤破断

ゴ　　　　　　　ム J　r
⑮遊間異常⑯段差
⑳異常音　　⑳変形

⑮遊間異常⑯段差
⑳変色・劣化⑳異常音

⑫欠損 ⑳変形　　⑫欠損

⑤破断　　⑳土砂詰り ⑤破断　　②変色・劣化

排 水　施　設 D　r ⑳漏水・滞水⑳土砂詰り

⑫欠損

①腐食　　②亀裂 ①腐食　　②亀裂

鋼 T　S
④脱落　　⑤破断
⑳変形

③ゆるみ　　④脱落

⑤破断　　⑥塗装劣化

⑳変形

落橋防止装置 ⑦ひびわれ ⑦ひびわれ

⑧剥離・鉄筋露出 ⑧剥離・鉄筋露出．

コンクリート T　c ⑨遊離石灰 ⑨遊離石灰⑩豆板・空洞

⑳土砂詰り ⑳変色・劣化⑳土砂詰り

⑫欠損 ⑫欠損

①腐食　　②亀裂 ①腐食　　②亀裂

④脱落　　　⑤破断 ③ゆるみ　　④脱落

点 検施設 A1 ⑳異常音　⑳異常振動 ⑤破断　　⑥塗装劣化

⑳異常たわみ⑳変形 ⑳異常音　　⑳異常振動

⑳異常たわみ⑳変形

①腐食　　　②亀裂

③ゆるみ　④脱落

遮 音施設 S　o ⑤破断　　⑥塗装劣化

⑳変色・劣化⑳変形

⑫欠損

①腐食　　②亀裂
③ゆるみ　　④脱落

照 明　施　設 11 ⑤破断　　⑥塗装劣化

⑳変色・劣化⑳変形

⑫欠損

①腐食　　②亀裂
③ゆるみ　　④脱落

標 識 I　n ⑤破断　　⑥塗装劣化
⑳変色・劣化⑳変形

⑫欠損
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部 材　区　分 記号 遠　　　望 近　　　接
⑦ひびわれ ⑦ひびわれ

⑧剥離・鉄筋露出 ⑧剥離・鉄筋露出

袖 擁　　壁 Ww ⑨遊離石灰⑳沈下
⑳移動　　⑳傾斜

⑨遊離石灰⑩豆板・空洞

⑳変色・劣化⑳沈下

⑫欠損 ⑳移動　　⑩傾斜
⑫欠損

①腐食　　②亀裂

添 架　　物 U　t
③ゆるみ　④脱落

⑤破断　　⑳変形
⑫欠損

①腐食　　②亀裂 ①腐食　　　②亀裂

鋼 E　s
④脱落　　⑤破断
⑳変形

③ゆるみ　　④脱落

⑤破断　　⑥塗装劣化
⑳変形

高　　　欄
⑦ひびわれ ⑦ひびわれ

コンクリート E　c
⑧剥離・鉄筋露出

⑨遊離石灰⑫欠損

⑧剥離・鉄筋露出

⑨遊離石灰⑩豆板・空洞

⑳変色・劣化⑫欠損

①腐食　　②亀裂 ①腐食　　②亀裂

鋼 R　S
④脱落　　　⑤破断

⑳変形

③ゆるみ　④脱落

⑤破断　　⑥塗装劣化

防　護　柵
⑳変形

⑦ひびわれ ⑦ひびわれ

コンクリート R　c
⑧剥離・鉄筋露出 ⑧剥離・鉄筋露出

⑨遊離石灰⑫欠損 ⑨遊離石灰⑩豆板・空洞

⑳変色・劣化⑫欠損

①腐食　　②亀裂 ①腐食　　②亀裂

鋼 F　s
④脱落　　⑤破断
⑳変形

③ゆるみ　　④脱落

⑤破断　　⑥塗装劣化
⑳変形．．

地　　　覆
⑦ひびわれ ⑦ひびわれ

コンクリート F　C
⑧剥離・鉄筋露出 ⑧剥離・鉄筋露出

⑨遊離石灰⑫欠損 ⑨遊離石灰⑩豆板・空洞

⑳変色・劣化⑫欠損

①腐食　　②亀裂 ①腐食　　②亀裂

鋼 N　s
④脱落　　⑤破断 ③ゆるみ　　④脱落

⑳変形 ⑤破断　　⑥塗装劣化
⑳変形

中央分離帯
⑦ひびわれ ⑦ひびわれ

コンクリート N　c
⑧剥離・鉄筋露出

⑨遊離石灰⑫欠損

⑧剥離・鉄筋露出

⑨遊離石灰⑩豆板・空洞

⑳変色・劣化⑫欠損

⑦ひびわれ ⑦ひびわれ

縁 石 C　u
⑧剥離・鉄筋露出

⑨遊離石灰⑫欠損

⑧剥離・鉄筋露出

⑨遊離石灰⑩豆板・空洞

⑳変色・劣化⑫欠損
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損傷度判定標準は表一10のとおりとする。

表一10損傷度判定標準

判定区分 一　　般　　的　　状　　況

1 損傷が著しく，交通の安全確保の支障となる恐れがある。

II 損傷が大きく，詳細調査を実施し補修するかどうかの検討を行う必要がある。

皿 損傷が認められ，追跡調査を行う必要がある。

w 損傷が認められ，その程度を記録する必要がある。

0。K 点検の結果から，損傷は認められない。
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②．　日本橋梁建設協会

　　　　判定区分

点検項目
A B C

検
　
査
　
路

手　　摺

〔穐豊り・倒1
手摺の抜落ちや著しい

曲りが発生している。

曲りが発生したり腐蝕

が発生している。

歩　　廊
（歩廊の損傷、腐蝕）

著しい部材の損傷が発生

している。

部材の損傷が発生したり

腐蝕が発生している。

梯
子

主構、タラップの

損傷、腐蝕

著しい部材の損傷が発生

している。

部材の損傷が発生したり

腐蝕が発生している。

検
　
　
　
　
　
　
　
査
　
　
　
　
　
　
　
車

検査車レール

〔離の緩み〕

ボルトが抜落ちたり緩み

が発生している。

レールの曲り、

連結部の損傷

曲り、損傷が発生してい

る。

検　査　車

輪躰体の〕
部材の損傷が発生してい

る。

滑車の損傷 滑車、歯車にクラックが

発生している。

電気設．備
（ケープルの損傷）

ケーブルに損傷が発生し

ている。

ラックの損傷 ラックに損傷が発生して，

いる。

動力設備
（モーターの異常）

モーターに異常が発生し

ている。

そ　の他 機能阻害が生じている。

信号通信設備

（信号通信設備の異常）

設備に異常が発生してい

る。

保　　全
（法定点検の実施状況）

法定点検が実施されてい

ない。
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　　　　　　判定区分

点検項目

A B C

レ
ー
ル
、
パ
イ
プ
、
ケ
ー
プ
ル

部材の損傷 部材の損傷が著しく機能

が損なわれているか、交

通の支障となっている。

部材の一部に損傷が発生

している。

錆および腐蝕 著しい腐蝕が発生し断

面欠損等が生じている。

全面に点錆が発生してい

る。

ボルトの損傷 ボルトが緩んだり抜落ち

たりしている。

基
　
　
　
　
礎

アンカーポルトの

損傷

ボルトが抜落ちたり断面

欠損が著しい。

一部欠損があったり緩

．みも発生している・

コンクリートのわれ 欠落、クラックが相当発

生しアンカーボルトが

有効に働いていない。

欠落、クラックが発生し

ているがアンカーボルト

は有効に働いている。

　　　　　　判定区分

点検項目
A B C

防
止
網

網の破れ等 網の損傷が著しく機能

が損なわれている。

破れが発生している。

　　　　　　半II定区分

点検項目
A B C

支
　
柱
　
　
　
梁

部材の損傷

（変形、倒れ）

部材の損傷が著しく機能

が損なわれているか、交

通の支障となっている。

部材がかなり変形したり

倒れたりしている。

部材の一部に損傷が発生

している。

！
錆 および腐蝕 著しい腐蝕が発生し断

面欠損等が生じている。

全面に点錆が発生してい

る。

ボルトの損傷 ボルトが緩んだり抜落ち

たりしている。
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　　　　　　判定区分

点検項目
A B C

支
　
　
　
　
　
柱

部材の損傷

（変形、倒れ）

部材の損傷が著しく機能

が損なわれるか、交通の

支障となっている。

部材がかなり変形したり

倒れたりしている。

部材の一部に損傷が発生

している。

錆および腐蝕 著しい腐蝕が発生し断

面欠損等が生じている。

全面に点錆が発生してい

る。

ボルトの損傷 ポルトが緩んだり抜落ち

たりしている。

防
護
ネ
ツ
ト

部材の損傷 部材の損傷が著しく機

能が損なわれているか、

交通の支障となってい
る。

部材の一部に損傷が発生

している。

基
　
　
　
礎

アンカーポルトの

損傷

ボルトが抜落ちたり断面

欠損が著しい。

一部欠損があり緩みも

発生している。

コンクリートのわれ 欠落、クラックが1日当発

生しているがアンカー

ボルトカ侑効に働いてい

ない。

欠落、クラックが発生し

ているがアンカーポルト

は有効に働いている。

　　　　　　判定区分

点検項目
A B C

支
　
　
　
柱

部材の損傷

（変形、倒れ）

部材の損傷が著しく機

能が損なわれているか、

交通の支障となっている

部材がかなり変形したり

倒れたりしている。

部材の一部に損傷が発生
してぐ・る。

錆および腐蝕 著しい腐蝕が発生し断

面欠損等が生じている。

全面に点錆が発生してい

るo

ボルトの損傷 ボルトが緩んだり抜落ち

たりしている。
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　　　　　　半1淀区分

点検項目

A B C

排
水
桝

排水桝の損傷

（破損または土砂の

　詰り）

排水桝、蓋に損傷が発生

し機能が損なわれてい

るか、土砂が詰まってい

るo

排水桝が正常な状態にな

いo

（移動沈下が生じてい

　る。）

排
水
管

排水管の損傷

（破損または土砂の

　詰り）

排水管に損傷が発生し

機能が損なわれている

か、土砂が詰っている。

排水管のズレ、変形が発

生している。

排
那
ハ
ン
ド
、
歪
等

排水バンドの損傷

（損傷、抜落ち）

排水バンドの損傷が発生

している。

（バンドの破損、変形）

　　　　　　判定区分

点検項目

A B C

支
　
　
　
柱

部材の損傷

（変形、倒れ）

部材の損傷が著しく機能

が損なわれるか、交通の

支障となっている。

部材がかなり変形したり

倒れたりしている。

部材の一部に損傷か発生

している。

錆および腐蝕 著しい腐蝕が発生したり

断面欠損等が生じている

全面に点錆が発生してい

るo

ボルトの損傷 ボルトが緩んだり抜落ち

たりしている。

壁
部

部材の損傷

（損傷、変形）

部材の損傷が著しく機能

が損なわれている。

部材の一部に損傷が発生

．している。

基
　
　
　
礎

アンカーポルトの

損傷

ポルトが抜落ちたり断面

欠損が著しい。

一部欠損があったり緩み

も発生している。

コンクリートのわれ 欠落、クラックが相当発

生しアン拷ボ！レトが

有効に働いていない。

欠落、クラックが発生し

ているがアンカーボルト

’は有効に働いている。
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エ
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
ベ
　
　
　
　
r
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
ー

エレペーターレール

〔灘購〕
損傷が発生している。

本体取付けボルト

の緩み、抜落ち

連結部のボルトが抜落

ちたり緩みが発生して

いる。

エレベーターステージ

（部材の損傷）

部材の損傷が発生してい

る。

エレペーター

（部材の損傷）

部材の損傷が発生してい

る。

ギャーの損傷 歯車が損傷している。

電気設倫
（ケーブルの損傷）

著しいケーブルの損傷が．

発生している。

ケーブルの損傷が発生し

ている。

ラックの損傷 ラックに著しい損傷が発

生してい。

動力設備
（動力モーター異常）

モーターに異常が発生し

ている。

そ　の他 機能阻害が生じている。

　信号通信設備

（信号通信設備の異常）

信号通信設備に異常があ

る。

　保　　全
（法定点検の実施状況）

法定点検が実施されてい

ない。

　　　　　　半ll定区分

点検項目
A B C

非常階段
　（本体の損傷）

著しい部材の損傷が発生

してい。

非　常　扉
　（本体の損傷）

著しい部材の損傷が発生

してい。
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　　　　　　半淀区分

点検項目
A B C

支
　
　
　
　
　
柱

部材の損傷

（変形、倒れ等）

部材の損傷が著しく機能

が損なわれるか、交通の

支障となっている。

部材がかなり変形した

り倒れたりしている。

部材の一部に損傷が発生

している。

錆および腐蝕 著しい腐蝕が発生し断面

欠損等が生じている。

全面に点錆が発生してい

る。

ポルトの損傷 ボルトが緩んだり抜落ち

たりしている。

標
　
　
識
　
　
板

文字、記号の判読、

反射効果の良否

汚れ、劣化のために判読

不能で交通の支障となっ

ている。

汚れ、劣化のため見に

くい。

一部に損傷がある。

ボルトの損傷 ボルトが緩んだり抜落ち

たりしている。

　　　’
錆および腐蝕 著しい腐蝕が発生し断

面欠損等が生じている。

全面に点錆が発生してい

る。

基
　
　
　
礎

アンカーボルトの

損傷

ポルトが抜けたり断面

欠損が著しい。

一・部欠損があり緩みも発

生している。

コンクリートのわれ 欠落、クラックが相当発

生しアンカーボルトが

有効に働いていない。

欠落、クラックが発生し

ているがアンカーボルト

は有効に働いている。

判定の標準

判定区分 判　定　の　基　本　内　容

A
損傷が著しく機能が損なわれているか、交通の安全確保に支障

となる恐れがあるもの。

B
　損傷が大きく詳細調査を実施し補修するかどうかの検討を行う

必要のあるもの。

C
損傷が認められその程度を記録して追跡調査を行う必要がある

もの。
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③．首都高速道路公団

項目　　　　　ランク A B C D Q

排　水　施　設 落下のおそれの 管の損傷、はず
あるもの れ、泥づまり 一 一 一
著しい漏水 取付金具の損傷

漏水

防　　　音　　　壁 落下のおそれが 板および網の腐
落下物防止フェンス あるもの 蝕、変形
跳　水　防　止　板 ポルトのはずれ 一 一 一
目　か　く　し　板 ゆるみ
遮　光　防　止　棚

桁落下防止装置 一
変形、腐蝕 一 一 一

車高制限装置 一
ボルトのはずれ 一 一 一
ゆるみ

点　検　用　通　路 通路障害 取付けアンカー
ボルトの腐蝕、 『 一 一
損傷、滞水

標　　　　　　識 落下のおそれの o反射シートの
あるもの はがれ、しわ

ブラウンスポッ1、汚

れなどがあり
視認性を阻害
しているもの

o標識板の曲が
り、破れのた
め、視認性を
阻害している
もの

○支柱梁の変形
われ、腐蝕

o塗装の錆、ハ
ガレ、フクレ
等が30％以上
のもの
○ボルトのピン
のはずれ
o基礎コンクリートの

の股れ
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部　　　材 囎　　　　　　ランク A B

桁落下防止装置 o変　形 異常な変形

o配　置

一
配置不良

o腐　蝕 部材腐蝕

落下物防止フェンス O取付ボルト欠落 落下のおそれ ボルト欠落が多い

防　　　音　　　壁 O取付ボルトゆるみ ボルトのゆるみが多い

跳　水　防　止　板 ○錆 著しい発錆

遮　光　防止棚
目　か　く　し　板

標　識取　付　部 o腐　蝕 落下、・倒壊のおそれ 著しい腐蝕

oボルト欠落 ボルト欠落がある

電績等施設物 o腐　蝕 落下のおそれ 著しい腐蝕

oボルト欠落 ボルト欠落がある

o破　損 漏水により第三者に 破損、はずれ、溶接不

oはずれ 影響あり 良、金具不良、管位置

o溶接不良 不良、管形状不良等が

排　　　水　　　管 O金具不良 あるが第三者に1ま影響

O管位置不良 ない場合

o管形状不良

oその他

O蓋の破損 蓋がない、蓋の破損、

o泥ずまり 泥ずまり～堆泥、盗水

集　　　水　　　桝 o堆．泥
一

等である

o溢　水

Oその他
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状　　　　　　　　　　　況 判　　定

構造物の健全度が著しくそこなわれることにより、交通への支障および

第三者への影響が大となり、緊急補修の必要がある場合。 A

損傷が見られ、補修する必要はあるが緊急補修を要しない場合。

また構造物の耐カアップを行う必要がある場合および走行性や美観の回

復を行う必要がある場合。

B

損傷があり、その程度を記録にとどめておく必要がある場合。 C
損傷が軽微で、その程度を記録に留めておく必要がない。若しくは損傷

がない場合。
D

損傷は見られるが、その程度が明確に判定できない場合。または、通常

と異った損傷があり別の方法で再点検する必要がある場合。 Q

6－48



④、東京都

部　　材　　区　　分 点　検　　項　　目

高　　　欄

鋼 蕪み縷劣，，
変形

コンクリート
7ひびわれ
8剥離・鉄筋露出

鍵遷化顎蛋●空洞

防　護　棚

鋼 1籔馨藍，、
変形

コンクリート
7ひびわれ’

難穫範露撫空洞

地　　　覆

鋼 1懸撰劣，、
変形

コンクリート
7ひびわれ
難構範露撫空洞

舗　　　装 アスファルト
羅段差・コルゲーション
ポットホール　⑰ひびわれ
わだち掘れ　⑳漏水・滞水

伸縮装置
本
体

鋼
1腐食　　　　2亀裂
3ゆるみ　　　4脱落
5聾音　9魏の異常

ゴム 騰音灘の異常

後　　打　　材 ・8

　■ひびわれ　　　．剥離』i鉄筋露出一一［⑳欠損

排　　水　　設　　備

1腐食　　　　2亀裂

1難劣，、1籍熱水

菱形　　　　　土砂詰り
損

落橋防止装置

鋼 騰講騰舅化

コンクリート

7ひびわれ
8剥離・鉄筋露出

9葵響！醗翻洞

点　　検　　設　　備

1腐食　　　　2亀裂
3ゆるみ　　　4脱落

5叢莫わみ6難鵜
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部材区分 損　　　　傷 損　傷　の　ラ　ン　ク
a b C d e

伸
　
　
驚
　
　
装
　
　
置

鋼

贋　　　　　　負 な　し 表面錆　　小 表面鯖　　大 断面欠｝員小 断面欠損大
亀　　　　　　裂 な　し 一

一 規摸　　小 規　榛　　大
ゆ　　　る　　　み な　し 『 一

規　模　　　小 規　摂　　大

脱　　　　　　落 な　し 『 咽
規　模　　　小 規　摸　　　大

破　　　　　　断 な　し 『
一

一 あ　　　り

遊　問　の　異　常 な　し 一 一
あ　　　り

一

異　　　常　　　音 な　し 唱
一

あ　　　り
一

変　　　　　　形 な　し 一 規慎　　小 『 規撰　　大

ゴ　ム

遊　間　の　異常 な　し 一 一
あ　　　り

一

破　　　　　　断 な　し 『 一 一 あ　　　り

異　　　常　　　音 な　し 『 薗
あ　　　り

一

変　　　　　　形 な　し 　 規模　　小 一 規撰　　大
欠　　　　　　損 な　し 一 規模　　小 一 規膜　　大

後打材

ひ　　び　　わ　　れ な　し 一 間隔50働以上 間隔50㎝未溝 幅が数閥

欠　　　　　　楓 な　し 一 規摸　　　小 一 規摸　　大
剥離・鉄筋露出 な　し 一 鉄筋鋸出小 ，鉄筋蒔出．大 鉄筋断面欠慣

排水設備

腐　　　　　　食 な　し 表面錆　　小 衷面靖　　大 断面欠援小 断面欠損大
亀　　　　　　裂 な　し 『 『 規撰　　小 規　慎　　　大
ゆ　　　る　　　み な　し 一 『 規模　　小 規　慎　　　大
脱　　　　　　落 な　し 『 『 規槙　　　小 規襖　　　大
破　　　　　　断 な　し 一 ｝ 一 あ　　　り

塗　装　劣　化 な　し 規　模　　　小 規　模　　　大 一 『

夏　色　・　劣　化 な　し 規榎　　’！、 一 規模　　　大 一

漏　水　・　滞　水 な　し あ　　　り 『 一 一

変　　　　　　形
な
，
し ｝ 規模　　小 一 親模　　　大

土　砂　詰　　り な　し 規　模　　　小’ 一 規摸　　　大 『

欠　　　　　　損 な　し “ 規模　　小 一 規’槙　　　大

落
　
橋
　
防
　
・
止
　
装
　
置

鋼

贋　　　　　　食 な　し 表面銅　　小 表’面鯖　　大 断面欠損小 断面欠損大
亀　　　　　　裂 な　し － 一 規摸　　小 規摸　　　大
ゆ　　　る　　　み な　し 一 一 規填　　　小 規　模　　　大

脱　　　　　　落 な　し 頓 一 現模　　　小 規模　　　大
破　　　　　　断 な　し 『 一 一 あ　　　り

塗　装　劣　化 な　し 規撲　　小 規　填　　大 “ 一

変　　　　　　形 な　し 一 規摸　　小 一 規　模　　　大

コンクリート

ひ　　び　わ　　れ な　し 一 間隔50口以上 問隔50四未満 幅が数闘

剥離・鉄筋露出 な　し 『 鉄筋露出小 鉄筋露出　大 鉄筋断面欠損

遊　離　石　灰 な　し あ　　　り 一 一 一

豆板　・空洞 な　し 規模　　小 規　槙　　大 一 一

変色　・　劣　化 な　し 規横　　小 一 規　模　　　大 一

土、砂　詰　・り な　し 親模　　小 一 規槙　　　大 一　　　　　　　　』

欠　　　　　　損 な　し 一 規模　　小 噌 規　模　　　大

点検　設備

腐　　　　　　食 な　し 表面納　　小 表面鋼　　大 断面欠慣小 断面欠慣大
亀　　　　　　裂 な　し 周 一 規摸　　小 規　撰　　　大
ゆ　　　る　　　み な　し 一 一 ’規　模　　小 埠　模　　　大

脱　　　　　　落 な　し 軸 一 晟　模　　小 規　模　　　大
破　　　　　　断 な　し 『 一 一 あ　　　り

塗　装　劣　化 な　し 燈　模　　小 規楓　　大 『 『

異　　　常　　　音 な　し 噌 一 あ　　　り
一

異　常　娠　動 な　し 一 一
あ　　　り

一

異常たわ　み な　し 鴨 一 あ　　　り
『

変　　　　　　形 な　し 噛 規　模　　，lv 一 一規　横　　　大

防音設　備
照明　設　傭

添　架　物

腐　　　　　　食 な　し 表面靖　小 表面靖　大 断面欠慣小 断面欠損大
亀　　　　　　裂 な　し 『 一 規　携　　小 規　模　　　大
ゆ　　　る　　　み な　し 一

『 規　漢　　小 規　模　　　大
脱　　　　　　落 な　し 鴫 一 規・模　　小 規　慎　　　大
破　　　　　　断 な　し 一 一 哺 あ　　　り

塗　裟　劣　化 な　し 規模　　小 燈模　　大 『 一

変　　　　　　形 な　し 『 規横　　小 『 規模　　　大
夏色　・劣化 な　し 規携　　小 一 規　嗅　　大

嗜

欠　　　　　　撮 な　し 軸 規模　　小 殉 規　模　　　大
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高
凋
・
防
護
棚
・
地
覆

伽　　　、『一　，．、う剛　　　　　　食 な　し 表面鰭　　小 表面銅　　大 断面欠撮小 断面欠損大
〔　　　　　　裂 な　し 一 一 規　膜　　小 規　撲　　　大

ゆ　　　る　　　み な　し 陶 一 規　槙　　　小 規　撰　　　大
鋼

脱　　　　　　落 な　し 『 一 規　撰　　　小 規　模　　　大

破　　　　　　断 な　し 一 一 『 あ　　　り

塗　装　劣　化 な　し 規模　　小 規模　　大 一 一

変　　　　　　形 な　し 一 規襖　　小 一 規　撰　　　大

コンクリート

ひ　　び　　わ　　れ な　し 『 悶隔50㎝以上 問隔50㎝未満 幅が数m■

剥離・鉄筋露山 な　し 一 鉄筋露出小 鉄筋露出　大 鉄肪断面欠拠

遊　離　石　灰 だ　し あ　　　り 一 一 一

豆　板F・　空　潤 な　し 規　模　　小 規　填　　大 一 一

変　色　・　劣化 な　し 規横　　小 一 輝　横　　　大 一

欠　　　　　　損 な　し 幅 規摸　　小 一 規模　　大

アスフ7ルト舗袈

段差・コルゲーション
な　し 20悶未満 20ロロ～40四 40㎜以上 臼

ポッ　トホール な　し 正0闘未満 lO㎜旬30凹 30口m以上 q
ひ　　び　　わ一　れ な　し ．5闘未満 5血～10幽 10叩以上 一

わ　だ　ち　掘　れ な　し 20闘未満 201回～40悶 40㎜以上 一

漏水　・滞水 な　し あ　　　り 噌 一 轄

点検の結果は、表U、表1βの判定標準により判定する。

　　　表11　　判定標準　　（部材別）

判定区分 状　　　　　　　　　　況 措　　　　　置

ai健　全 損傷が特に認められない。
biほぼ健全． 損傷が小さ，い。 記　　　　　　録

ciやや注意 損傷がある。 鶉　　　　録
　態　観　測

di注　意 損傷が大きい。 記録　・確認

ei危　険 讐篶識藤訟第三者へ影響 ．確　　　　　　烈緊　急　補　穆

表12　　判定標準　　（径間別）

判定区分 状　　　　　　　況 措　　　　　　　　置

Ai健’全
Biほぼ健全 記　　　　　　　　　録

ciやや注意 総合健全度判定式による。 記録　・動態観測

Di注　意 記録　・詳細調査

Ei危　険 確　　　　　　　　　認
緊　　急　　補　　修
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3．2．2支承に影響を及ぼすもの

　　　支承の腐食原因は、それ自身によることが少なく、伸縮装置からの漏水・下部工の滞水・鳥

　　による糞害等支承以外に起因することが多い。

a）伸縮装置

　伸縮装置は取り付け位置が支承に近いため、ここでの漏水は支承への腐食へつながる。

a－！）排水構造伸縮装置

　排水構造の伸縮装置では排水勾配不足による滞水、排水装置の損傷により、漏水を起こし支

承が腐食してしまうことがある。したがって、伸縮装置からの漏水を防止するため、バックァ

　ップ材とシール材充填による非排水構造への変更を行い、漏水を防ぐ。

a－2）シール材の劣化

　伸縮装置に使用されているシール材は、使用環境により劣化してしまうことがある。例えば、

乾湿が激しい・温度変化が激しい等、過度収縮はシール材の劣化を招く。非排水構造では、2

次止水として止水ゴム樋をシール材の下に施工するが、シール材の劣化により通水状態となる

と、雨水はバックアップ材を通じ、通水樋を通って端部の水抜きパイプより排水される。一時

的には問題が無いが、通水状態が続くと止水樋端部の水抜きパイプが目詰まりを起こし、止水

樋に滞水してしまう。滞水状態が続≦と止水樋では滞水しきれなくなり、止水樋端部や、取り

付け部から漏水してしまう。したがって、伸縮装置の劣化を発見したときは早急にシール材の

打ち替えが必要となる。

b）漏水からの保護

　伸縮装置からの漏水を2次的に防ぎ、支承の腐食を防止する。

b－1）水切りプレートの設置

　伸縮装置等桁端部からの漏水は主桁を介してソールプレートから支承に伝達されるため、ソ

ールプレートに水切りプレートを設置し、桁端から漏水が有った場合に、支承への通水を防止

する。

b－2）防塵カバーの設置

　　鳥の糞が塗装に付着すると局部的に塗装が劣化し、そこから腐食が進行してしまうことが

　ある。また、桁の端部は構造上、鳥の棲家になり易く、糞も堆積している場合も多い。した

　がって、支承に糞害を及ぼす鳥や、下部工の滞水から支承を保護する必要が有るため、防塵

　カバーを設置する。

c）単純桁の連続化

　　阪神・淡路大震災以降、単純桁の耐震性が疑問視され、都市部の高架橋では耐震性の向上

　を狙い、単純桁を連続桁に改良する工事が多数施工されている。このような工事は耐震性を
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高めたり、走行性の向上をもたらす。また、福次効果として、連続化にすることにより、伸

縮装置の設置数を減少でき、桁端部からの漏水の確立を減らす効果がある。

d）下部工排水勾配の改善

　　　下部工に十分な排水勾配が無い場合には、下部工に滞水してしまい、支承を腐食させたり、

　　腐食を進行させる原因となる場合がある。したがって、排水勾配を確保するため、下部工の

　　増し打ちや集水満の追加を行う。
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o
i
㎝
直

工法 捕修・補強概要 概要図・仕様 （例） 耐用年数 備考
・漏水からの支承の保護（1）

伸縮装置などけた端部からの漏水よ

り支承を腐食から保護するために取付
ける。

水切り

プレート

10年 結露しないように橋

直角方向は解放する。

実績は少ない。

｝
一

水切り板の 置

・漏水からの支承の保護（2）

下部構造周りの漏水や烏による糞な

どから支承を保護するために取付け
る。

ク0ロプ

レンゴム

10年 結露しないように橋

直角方向は解放する。

実績は少ない。

防屋カパーの股置

r－　　　F瞬曹”　　■一



①
l
u
切

工法 補修・補強概要 概要図・仕様（例） 耐用年数 備考

・伸縮装置を排水構造より非排水構造

に変更

排水構造の伸縮装置を非排水構造に
弾性シール桝 r」「 10年

変更することで，腐食の原因となる伸 1
き

縮装置からの漏水を防止する。 ＝なコ x一→“

　　19■ず こ
・なo∫

冠
．
　
　
　
，
o

9　90■
’＝
ξ一

，　ρ● ～．
●
9．　b

。♂ 9、
＝．

パ7クア7プ材

非俳水化の構造

・伸縮装置のシール部を交換

劣化し漏水の原因となるシール材を交 、0年

換する。

弾性シール材

．一止木晒． パックア7ブ材



3．2．3支承に影響を及ぼさないもの（付属物単体による）

　　　たとえ支承に影響を及ぼさない付属物単体の腐食といえども、付属物が腐食を起こせば機能

　　低下や、場合によっては通行者に危険を及ぼす場合がある。

a）ボルト取り付け部の腐食

　防音壁や高欄等ボルトで取り付ける構造となっている部材は、固定ボルト頭部に雨が直接掛

かりメッキ剥離を生じ、腐食に至ることがある。このような部材に荷重が載荷された場合部材

は抵抗力を失い、通行者に危険を及ぼす場合がある。したがって、メッキ等防食処理の剥離が

有った場合は、十分にケレンを行い、再塗装を施す。また、腐食の進行が激しい場合は取り替

えも検討する。

b）落橋防止装置

　桁間連結してある落橋防止装置が桁端の漏水により腐食をした場合、腐食箇所を十分にケレ

　ンした後、ピンの交換、連結板の追加、孔の位置の変更等により機能回復を図り、延命化をす

　る。

c）壁高欄鉄筋腐食コンクリートの補修

　壁高欄の腐食による機能低下は、通行車輌等の落下を招く恐れが有るため、十分な補修をす

る必要がある。不良コンクリートをはつり、十分なケレンを腐食鉄筋に施し、防錆材を塗布し

た後、消失断面回復のため、ポリマーセメントモルタルを施工する。なお、補修完了後コンク

　リートに塗装を施す場合もある。
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o
I
o
刈

工法 補修・補強概要

　P　Cケーア砂イプ落橋防止装置の改造

　道示V（H8．12）の耐震基準に適合し

ない落橋防止装置に対して、補強板を

生かし、ブラケット・PCケープルを交

換することにより、機能を回復し、延

命化を計った。

・鉄筋腐食コンクリート壁高欄の補修

　不良コンクり一トをはつり，サンダ

ーケレンによる素地調整後，鉄筋に防

錆処理剤を塗布し，ポリマーセメント

モルタルによる断面修復を行なった
後，コンクリート塗装を施した。

概要図・仕様（例）

6

1
一

嘱鍾主蠣掲剛1 ■置塞旧蘭剛

1　　　‘

1
8
1
9

2

◎ 　　　　　：

一
　
〇
励

　　　卜

　　　O

i卜

．　　　　　　　　　　　■ ：
●
…マ
　
●

マ　…

9
1
9

○
○
　
■

●

　　　　　　　　　5　　　　4

6

1

弓
墨　7

5

ボぬじ　 雄鋼閃

D素地調鰹

補修断面図

蟄下地塾理

額画1塞趾

．‘”f

耐用年数

50年

30年

備考

桁端周りには支障物が多
く、新規に落橋防止装置をっ

けるスペースがないため、既

設落橋防止装置の改造を選択
した。

本工法は比較的簡易な方法

であるとともに施工条件に左

右されにくいが再損傷，適切

な下地処理に注意が必要であ
る。

　凍結防止剤を多く散布する

地域，海岸などの塩害を受け

やすい地域はコンクリート中

の塩分量を確認し，補修方法

を検討する必要がある。



o
I
鵠

工法 捕修・補強概要 概要図・仕様（例）

・防音壁取付け部の腐食対策

　固定ポルト頭部のメッキ剥離による

腐食部分をケレンし，塗装する。腐食

の激しい場合は取替も考慮する。

　1ピンタィフ’落橋防止装置の改造

　道示V（H8．12）の耐震基準に適合し

ない落橋防止装置に対して、連結板・

ピンを交換することにより、機能を回

復し、延命化を計った。

プ

4

5　2

0
0

管■＿一『一 　087…翼り　　一

蛋設i垂畿章簾

　　8019　　寸

§

富翼8｛ルダρ

‘農廻ω

工事前

工事後

耐用年数

50年

50年

備考

　桁端周りには支障物が多
＜、新規に落橋防止装置をつ

けるスベースがないため、既

設落橋防止装置の改造を選択
した。



4事例紹介●

腐食損傷事例

①
1
㎝o

事例番号 分類 環境 形式 竣功年月日 調査・補修 損傷箇所 損傷部位 損傷状態 損傷原因

10 鉄道橋 市街地 トラス S．40頃（1965〉 H．6（1994） ローラー支承 ローラー 移動機能低下 ゴミの堆積

｛　　　　　補修方法

清掃・防錆剤を充填（事例1の

6

道路橋

S．30後半（1955） H．2（1990） ロー一ラー支承 ローラー 移動機能に支障
伸縮装置からの漏水により

ロラー内部へのゴミの堆積

「
ゴ
ム
支
承 に交換（事例6’）

　一

　　23

市街地

飯桁

S．44（1969） H．9（1997） 桁端・支承

上下フランジ、腹板

支承

板厚減少による

強度低下が明らか

・著しい断面欠損

伸縮装置からの漏水・補剛

材による滞水

24 S．30（1955） H．7（1995） 桁端・支承
下フランジ、腹板下端

支承

著しい板厚減少

・支承機能低下

伸縮装置からの漏水・補剛

材による滞水
一　一　一　一　皿　　　

32 S．44（1969） H．7（1995） 桁端・支承
上下フランシ’、腹板

支承

著しい板厚減少 伸縮装置からの漏水

S．45（1970） H．9（1997） 桁端・支承

耐震連結装置・腹板
、下フランジ・支承

連結板の板厚減少・

下フランジ、腹板に

膨れ、断面欠損

伸縮装置からの漏水　一　皿

20

工業地帯

　44皿　　　一　一　一　

　　46

S．44（1969） H．元（1989） 桁端・支承 支承 アンカーポルトの破断 伸縮装置からの漏水
　　　｝S．38（1963） H．8（1996） 桁端・支承 腹板下端・支承 腹板下端に亀裂発生 錆による腐食と応力集中

S．44（1969） H．10（1998） ピンローラー支承 ローラー・アンカーボルト 移動機能低下 伸縮装置からの漏水・滞水
　冒　　　　　

伸縮装置からの漏水・滞水

一　置　　皿　　一　　　一　一　一　　『

田園
r
9
ん
∠

1
一
2
㎜

S．44（1969） Il．10（1998） ヒoンローラー支承 ローラー 移動機能低下
一　一　闘　一　『　　

38 山間部 H桁 S．60（1985） H．7（1995） 桁端・排水
支承アンカー部（耐候性）

・排水管

アンカー排水管の腐食

が著しい

火山灰成分の染み出した

水の影響

7

道路橋

市街地
コンクリート橋

S．30後半（1955） H．元（1989） BP支承 上沓下、外面の発錆 移動機能停止 ゴム支承に交換（事例7’）

一　一　　一　一　一

　　8 S．30後半（1955） H．元（1989） ローラー支承 ローラー 移動機能に支障 ゴミの堆積
ステンレス系のローラー沓に交換

（事例8’）

－　　■　　一　　一　　　　■　　一　　　　　　一　　一　『　　一

S．40後半（1965 H．8（1996） BP支承 上沓下、外面の発錆
移動機能停止
サィドプロック損傷

ゴム支承に交換（事例9’）
　一　一　一　一　　一　一　 　一

海岸9

　13一　　　 　一　　　　 　一　一　　一　　　　「　冒　　ユ　ー

　27

　28

　47

道路橋

市街地

　田園

箱桁 S．42（1967） H．2（1990） 中央部・支承 腹板外面 板厚減少 RC床版からの漏水

橋脚（門型）

S．44（1969） H．7（1995） 外面 基部・防食板
腐食進行・塗装剥離 防食板上面での漏水・車

の飛石による塗装剥離
　　　　　　　　一　　　

』　 　　一　　一　　　　　　　一　『　

S．44（1969） H．7（1995） 内面 マンホール・ダィヤフラム 膨れ・剥がれ マンホールからの雨水の侵入

H．元（1989） H．9（1997） 上面 伸縮装置
浮き錆の発生
（一部剥離）

除雪した雪の路肩部、

中心部に留置した。



5．まとめ

　　　付属物はその機能的な面から、主構造より軽視されがちである。しかし、付属物の腐食から

　　鋼橋の全体の機能低下や耐久性の劣化につながることもあることから軽視はできないものであ

　　る。

　　　補強工事などで足場を設置して橋脚上に立つと、供用後、何十年と放置された状況を目の当

　　たりにする。支承など付属物は設置箇所の条件が極めて悪い箇所で山のように粉塵が堆積し、

　　伸縮装置部からの漏水などにより、錆びや腐食が発生している。

　　　公団など一部の発注者は橋梁上部工の新設時に橋脚付き、桁付きの検査路を設け、特定の箇

　　所から全ての橋脚に行くことを可能にしている。このような検査路を利用して、数年に一度で

　　も漏水などの点検、脚廻りの清掃を行うことである程度の段階で腐食の増長を防げるのではな

　　いかと考えられる。

　　　一方、地方自治体発注の橋梁では検査路を取りつけている橋梁は少なく、供用後に橋脚上に

　　行き、支承等の確認をするためには、橋梁点検車を使用するか、足場の設置をしなくてはなら

　　ない場合がほとんどである。しかし、このような手段を講じて、定期的に点検を行っている話

　　はあまり聞かない。過去何十年の間に架けられた橋にメンテナンスフリーを望むことはとても

　　できない状況であるのが、現実には、メンテナンスフリーのごとく、放置されている橋梁が全

　　国に数多くある。

　　　阪神大震災以降、道路橋示方書では既設橋梁に「桁掛り長の確保」、「落橋防止構造」、「橋軸

　　方向変位制限構造」、「橋軸直角方向変位制限構造」、「段差防止構造」などの落橋防止システム

　　が要求され、このレベルをすべて満足させるためには、支承部付近の狭い箇所にさまざまな装

　　置を配置する必要がある。このシステムを配置することにより支承部の維持管理がますます行

　　い難くなる。

　　　今後、建設される橋梁も維持管理がゼロになることは考え難いので、新橋、既設橋への提言

　　として

　　　　　　①維持管理の空間の確保された構造の採用。

　　　　　　②腐食対する早期発見。

　　　　　　③腐食しにくい構造の採用。

　　　　　　④耐候性鋼材やメッキ桁によるメンテナンスフリーの採用。

　　　　　　⑤定期的なメンテナンスの実施。

　　　　　　⑥漏水・滞水を防ぐような構造改善。

　　などが重要であるものと考えられる。
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